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　「
昔
は
視
聴
率

　
％
な
ん
て
お
化

６０け
番
組
が
あ
り
ま

し
た
」。先
日
た
ま

た
ま
見
た
有
料

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
Ｔ

Ｖ
Ｃ
Ｍ
中
の
台
詞

で
あ
る
。「
Ｔ
Ｖ
は
今
、
地
デ
ジ

へ
の
移
行
で
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化

し
て
い
る
、
視
聴
者
の
好
み
も

多
様
化
し
て
い
て
視
聴
率
　
％
６０

な
ん
て
番
組
は
な
い
、
そ
の
代

わ
り
自
分
の
嗜
好
に
あ
っ
た
番

組
が
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
ま
す
」

と
い
う
の
が
Ｃ
Ｍ
の
内
容
。
確

か
に
２
０
０
０
年
以
降
の
番
組

で
歴
代
視
聴
率
ラ
ン
キ
ン
グ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
　
に
入
っ
て
い
る
の
は
、

５０

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
国
際
試

合
だ
け
だ
▼
Ｔ
Ｖ
に
限
ら
ず
、

趣
味
嗜
好
の
多
様
化
で
物
が
売

れ
な
い
、
人
が
集
ま
ら
な
い
と

い
う
話
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ

と
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

以
前
は
入
手
困
難
だ
っ
た
も
の

が
容
易
に
買
え
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
物
事
の
選
択
肢
が
増
え

た
り
と
人
々
の
要
望
に
応
え
よ

う
と
す
る
変
化
も
あ
る
▼
協
会

の
事
業
も
同
様
。
会
員
向
け
・

一
般
向
け
を
問
わ
ず
、
利
用
者

が
少
な
く
な
っ
た
た
め
に
休

止
、
終
了
し
た
も
の
も
少
な
く

な
い
が
、
新
し
い
企
画
も
生
ま

れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
状
で
は
企
画
す
る
側
が

会
員
の
要
望
を
把
握
し
き
れ
て

い
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
紙
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

で
ご
案
内
し
て
い
る
よ
う
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
会
員
が
意

見
を
書
き
込
め
る
フ
ォ
ー
ム
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

ず
は
、
期
間
限
定
で
開
催
を
希

望
す
る
研
究
会
・
講
演
会
の

テ
ー
マ
や
講
師
に
つ
い
て
意
見

を
募
っ
て
い
る
。
応
募
す
る
こ

と
を
通
し
て
多
く
の
会
員
が
そ

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
ほ
し

い
と
期
待
し
て
い
る
。  （
Ｙ
Ｔ
）
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真
）
は
、
率
先
し
て
署
名
協
力
の
呼

び
掛
け
に
参
加
。
他
の
協
力
医
も「
ゼ

ロ
の
会
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を

行
う
な
ど
、
医
師
・
歯
科
医
師
が
一

体
と
な
り
宣
伝
活
動
を
行
っ
た
。
当

日
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
２
千
枚
を
２
時

間
で
完
配
、
現
在
も
賛
同
署
名
ハ
ガ

キ
が
続
々
と
到
着
し
て
い
る
。「
ゼ
ロ

の
会
」
が
目
指
す
「
負
担
感
の
な
い

水
準
」
の
窓
口
負
担
に
、
多
く
の
市

民
か
ら
賛
意
が
得
ら
れ
た
。

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、相
談

  会
な
ど
人
気
」

神
奈
川
新
聞
が
報
道

　
当
日
の
模
様
は
、
神
奈
川
新
聞
が

翌
日
に
写
真
入
り
で
掲
載
（
４
面
）。

企
画
内
容
と
合
わ
せ
て
、「
ゼ
ロ
の

会
」
発
起
人
で
あ
る
野
本
理
事
を
取

材
し
、「
先
進
国
の
多
く
は
、
医
療
費

の
窓
口
負
担
ゼ
ロ
を
実
現
し
て
い

る
。
医
療
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
の
コ
メ

ン
ト
を
紹
介
し
た
。
医
療
・
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ

れ
る
の
は
初
め
て
で
、
県
民
へ
の
着

実
な
浸
透
に
繋
が
っ
た
。

た
。
日
本
で
は「
当
た
り
前
」と
な
っ

て
し
ま
っ
た
窓
口
負
担
が
他
の
先
進

国
で
は
「
ゼ
ロ
」、
医
療
費
の
約
半
分

は
国
民
負
担
（
国
民
の
保
険
料
＋
窓

口
負
担
）
な
ど
の
事
実
に
、
多
く
の

参
加
者
が
驚
き
や
関
心
を
示
し
た
。

「
窓
口
負
担
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
も
、

　
％
以
上
が
窓
口
負
担
は
「
ゼ
ロ
が

６０良
い
」
と
回
答
。
１
割
負
担
以
下
を

合
わ
せ
る
と
　
％
を
超
え
た
。

９０

　
署
名
は
２
２
９
筆
を
集
約
。
協
力

医
が
積
極
的
に
呼
び
か
け
た
。

　
初
参
加
の
高
橋
奈
里
先
生
（
左
写

測
定
は
１
台
増
や
し
て
計
３
台
で
対

応
し
た
が
、
常
時
　
分
待
ち
と
、
相

２０

変
わ
ら
ず
の
大
盛
況
。
担
当
医
は
市

民
の
一
喜
一
憂
に
、
的
確
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。
血
糖
測
定
は
県
臨
床
衛

生
検
査
技
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
臨

床
検
査
技
師
５
名
で
対
応
。
街
中
で

は
物
珍
し
い
検
査
と
あ
っ
て
市
民
が

殺
到
、
４
０
０
人
分
の
検
査
器
材
が

終
了
前
に
な
く
な
る
ほ
ど
好
評
で

あ
っ
た
。

　
％
超
が
負
担
ゼ
ロ
、

９０１
割
以
下
を
希
望

　
豪
華
賞
品
が
当
た
る
医
療
問
題
ク

イ
ズ
は
、「
ゼ
ロ
の
会
」
の
周
知
・
賛

同
拡
大
を
目
的
に
実
施
。
解
答
の
際

は
協
力
医
や
事
務
局
員
が
サ
ポ
ー
ト

し
な
が
ら
、
参
加
者
を
正
解
に
導
い

　
協
会
は
　
月
８
日
、
横
浜
そ
ご
う
前
の
催
事
広
場
で
、
県
民
・
市

１０

民
向
け
の
医
療
企
画
「
第
　
回
医
療
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

１７

開
催
し
た
。
当
日
は
医
科
・
歯
科
の
健
康
相
談
や
血
糖
測
定
、
血
管

年
齢
測
定
、賞
品
の
当
た
る
医
療
問
題
ク
イ
ズ
を
全
て
無
料
で
実
施
。

爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
も
恵
ま
れ
、
過
去
最
高
の
１
千
６
５
７
名
の
市

民
で
賑
わ
っ
た
。
当
日
の
模
様
は
、神
奈
川
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
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.
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.
（
４
面
「
写
真
で
綴
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」）
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署名をお願いする高橋奈里先生（右）

医医
療療
独独
自自
の「
番
号
制
」導
入

の「
番
号
制
」導
入
かか

特
別
法
制
定
に
向
け
報
告
書

第17回医療・健康フェスティバル開第17回医療・健康フェスティバル開催催

過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過
去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去
最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最

過
去
最
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高

　「
め
ざ
せ
、
先
進
国
の
普
通
！
窓
口

負
担
供
ゼ
ロ
僑
概
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
協
会
役
員
　
名
、
会
員

１３

　
名
（
う
ち
新
規
協
力
者
５
名
）
が

２０協
力
医
と
し
て
参
加
。
医
科
の
健
康

相
談
は
、
血
圧
や
血
管
年
齢
、
血
糖

測
定
に
関
連
す
る
内
容
が
多
く
、
歯

科
で
は
虫
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
や
口
臭
、

入
れ
歯
の
悩
み
な
ど
が
目
立
っ
た
。

ま
た
、
食
後
１
時
間
で
血
糖
値
が
２

１
６
葵
／
握
と
高
い
方
や
、「
ブ
リ
ッ

ジ
が
ゆ
る
い
。
歯
科
医
院
へ
は
５
年

通
っ
て
な
い
」
な
ど
窓
口
負
担
に
よ

る
受
診
抑
制
と
思
わ
れ
る
事
例
も
見

ら
れ
た
。
市
民
か
ら
は
、
事
前
に
相

談
内
容
を
ま
と
め
て
き
た
方
や
、「
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
の
声
も

多
く
聞
か
れ
た
。

　
毎
回
長
蛇
の
列
と
な
る
血
管
年
齢

係
性
に
も
言
及
。
民
間
企
業
に

よ
る
無
秩
序
な
医
療
市
場
化
を

助
長
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
特
に
医
療
等
Ｉ
Ｄ
に
つ
い
て

は
、目
視
可
能
な
番
号
を
国
民

一
人
ひ
と
り
に
付
番
す
る
と
し

て
お
り
、共
通
番
号
制
で
も
争

点
と
な
っ
て
い
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
や「
な
り
す
ま
し
」等

の
犯
罪
な
ど
、多
く
の
問
題
を

引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
。

　
協
会
は
前
述
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
問
題
点
を

指
摘
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や

医
療
市
場
化
等
に
繋
が
る
「
医

療
等
Ｉ
Ｄ
」、「
医
療
等
Ｄ
Ｂ
」

の
導
入
に
反
対
す
る
と
と
も

に
、
医
療
等
分
野
の
個
人
情
報

保
護
法
の
制
定
を
優
先
す
べ
き

と
の
見
解
を
示
し
た
。

（
※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
全
文

は
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
閲
覧
可
能
）

具
体
的
な
対
策
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。
厚
労
省
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
締
切
　
　
月
　

１０

１７

日
）
を
実
施
後
、
更
な
る
検
討

を
重
ね
、
来
年
の
通
常
国
会
で

の
法
案
提
出
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。

医
療
市
場
化

医
療
市
場
化
、、

漏
洩
・
不
正
を
懸

漏
洩
・
不
正
を
懸
念念

　
報
告
書
で
は
医
療
等
情
報
の

利
活
用
に
重
点
が
置
か
れ
、
医

療
等
Ｉ
Ｄ
と
医
療
等
中
継
Ｄ
Ｂ

に
よ
る
情
報
連
携
基
盤
の
構
築

が
焦
点
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

「
日
本
再
生
戦
略
」
等
の
医
療

市
場
化
・
産
業
化
構
想
と
の
関

事
務
的
に
効
率
の
よ
い
サ
ー
ビ

ス
の
享
受
、
②
自
己
の
医
療
等

分
野
の
可
視
化
・
透
明
化
の
促

進
、
③
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

医
療
や
医
療
政
策
等
の
推
進
―

の
３
点
を
掲
げ
る
。そ
の
上
で
、

共
通
番
号
制
と
は
異
な
る
医
療

等
分
野
の
独
自
の
番
号
（
医
療

等
Ｉ
Ｄ
）と
情
報
連
携
基
盤（
医

療
等
中
継
Ｄ
Ｂ
）
の
構
築
を
提

案
し
て
い
る
。

　
一
方
、
情
報
保
護
に
つ
い
て

は
、
医
療
等
情
報
の
機
微
性
を

踏
ま
え
厳
格
な
取
扱
い
を
確
保

す
る
必
要
性
に
言
及
は
し
て
い

る
も
の
の
、
検
討
会
議
で
出
さ

れ
た
意
見
の
報
告
に
止
ま
り
、

　
厚
労
省
は
９
月
　
日
、「
医
療

１８

等
分
野
に
お
け
る
情
報
の
利
活

用
と
保
護
の
た
め
の
環
境
整
備

の
あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書
」

を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
先
の

通
常
国
会
で
上
程
さ
れ
た
共
通

番
号
制
法
案
で
対
象
外
と
し
た

医
療
等
分
野
の
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
独
自
の
特

別
法
の
制
定
に
向
け
て
出
さ
れ

た
も
の
。

　
報
告
書
で
は
、
医
療
・
介
護

の
分
野
は
情
報
連
携
や
医
学
の

発
展
等
の
た
め
、
他
分
野
よ
り

も
情
報
の
利
活
用
の
必
要
性
が

高
い
と
指
摘
。
期
待
で
き
る
効

果
と
し
て
、
①
よ
り
質
が
高
く

：


